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GIST診療ガイドライン改定に関する研究 

 

研究分担者 廣田 誠一 兵庫医科大学 病理学病理診断部門 教授 

 

研究要旨 

GIST (Gastrointestinal stromal tumor) は年間10万人に1-1.5人程度が発症する希少癌の一

つである。GIST 診療ガイドラインは2008年に初版が発行されて以来、改訂が重ねられてこれ

までに第3版までが刊行されている。しかし、これまでのガイドラインはMinds診療ガイドライ

ン作成の手引きに準拠して作成されてこなかったことから、本研究では第4版のGIST 診療ガイ

ドライン全面改訂にあたり、Minds診療ガイドライン作成の手引きに準拠したガイドラインの

作成を支援する。当初の刊行予定からはかなり後れてはいるが、現在、推奨に関する解説文の

執筆の段階にあり、改定作業は終盤に近づいていることから、2021年度内の発行を見込んでい

る。その後は引き続き、次の改訂への作業を継続するとともに、英語版ガイドラインの作成作

業にも取り組む予定である。 

 

 

A. 研究目的 

希少癌であるGISTに関し、GIST 診療ガイドライ

ン改訂にあたり、Minds診療ガイドライン作成の手

引きに準拠した形式のガイドラインとしての全面

改訂を行うことを支援する。その中で、次世代を担

う若手研究者にガイドラインの策定に関与しても

らい、人材育成にも寄与する。 

 

B.研究方法 

GIST 診療ガイドラインは、2014年に第3版が発行

されてから時間が経過したこと、また、大型胃GIS

Tに対する術前補助療法の有用性に関する新たな知

見が報告されたこと等から、第4版として改訂が必

要な状況となった。2017年10月4日に改訂に向けた

最初の作業として、改訂ワーキンググループ会議が

開催され、これまでのガイドラインがMinds診療ガ

イドライン作成の手引きに準拠した形式では作成

されてこなかった経緯を踏まえ、第4版はMinds診療

ガイドライン作成の手引きに準拠した形式で作成

することが確認された。クリニカルクエスチョンを

決定し、文献収集作業を一般社団法人日本医学図書

館協会に委託して行ってもらった。本研究に繋がる

厚生労働科学研究費補助金（がん対策推進総合研究

事業）「希少癌診療ガイドラインの作成を通した医

療提供体制の質向上」の支援を受け、若手を中心と

したシステマティックレビューチームによる論文

の一次スクリーニングと二次スクリーニングを行

ってきた。そして、今回の厚生労働科学研究費補助

金（がん対策推進総合研究事業）「学会連携を通じ

た希少癌の適切な医療の質向上と次世代を担う希
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少がん領域の人材育成に資する研究」の支援により、

システマティックレビューチームによる個別文献

のエビデンスの評価、エビデンス総体の評価を行い、

改訂ワーキンググループで各クリニカルクエスチ

ョンに対する推奨文を作成し、推奨の程度を決定し

た後、解説文を執筆する。解説文が出来上がったら、

これを評価ワーキンググループで評価をしてもら

い、ガイドライン作成・改訂委員会，評価委員会に

案を提出して、さらなる評価をしてもらう。パブリ

ックコメントを求めた後にそれに対応し、ガイドラ

インを刊行する。 

 

（倫理面への配慮） 

ガイドライン策定に関する研究であり、倫理的な

問題は発生しない。 

 

C.結果 

GIST 診療ガイドラインの改訂は、スコープに沿

って、放射線・病理・外科・内科の各領域でアルゴ

リズムとクリニカルクエスチョンの策定が行われ、

メール会議を含み数回の改訂ワーキンググループ

会議を開催し、アルゴリズムとクリニカルクエスチ

ョンが確定され、その後、一般社団法人日本医学図

書館協会に委託して文献収集作業を行い、収集され

た多くの文献の中から、システマティックレビュー

チームによる論文の一次スクリーニングが行われ、

各委員にMinds診療ガイドライン作成の手引きに沿

ったシステマティックレビューの方向性を理解し

てもらうために、Minds診療ガイドライン作成の手

引きに準拠したガイドライン作成に関する講演を

拝聴し、質疑の時間を設けた。システマティックレ

ビューチームによる文献のニ次スクリーニングを

行ってきた。そして、今回の研究で、システマティ

ックレビューチームによる構造化抄録の作成とエ

ビデンスの評価・統合の作業を進めた。PICO・CQ

設定に問題のあるCQが存在していたこと、またCQ

からBQへの変更が適切と判断されるCQが存在して

いたことも明らかになり、チーム単位でPICO・CQ

の見直しを行った。これをGIST診療ガイドライン改

訂ワーキンググループで一括承認した後に、個別文

献のエビデンスの評価、エビデンス総体の評価を行

った。そして、改訂ワーキンググループにより各ク

リニカルクエスチョンに対する推奨文の作成を行

い、推奨の程度を決定するためのWEB会議を開催し

た。現在、解説文の執筆を行っており、これが終了

すれば、改訂ワーキンググループでの確認後、評価

ワーキンググループで評価をしてもらい、ガイドラ

イン作成・改訂委員会，評価委員会に案を提出、ま

た日本癌治療学会会員に対してパブリックコメン

トを求める予定である。 

 

D.考察 

 当初の予定よりは改訂作業が遅れてはいるが、よ

うやく推奨の程度を決定して、解説文の執筆の段階

に至った。初期段階で各委員が、Minds診療ガイド

ライン作成の手引きに関しての十分な知識を有し

ていなかったことが遅れの一因と思われた。ガイド

ライン作成に精通した講師をお呼びして情報収集

に努めたものの、Minds診療ガイドライン作成の手

引きに則ったガイドラインの作成、特にシステマテ

ィックレビューおよび個別文献のエビデンスの評

価、エビデンス総体の評価の過程を十分に理解する

ことの困難さが問題となった。これまでの若手研究

者の経験が今後のガイドライン改訂に繋がること

が期待される。今回の第4版GIST 診療ガイドライン

改訂については、何とか解説文の作成を終了させて、

2021年度中には刊行に結び付けたい。 

 

E.結論 

Minds診療ガイドライン作成の手引きに則ったGI
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ST 診療ガイドラインの発刊を目指し、解説文の作

成とその後の評価に対する対応を行って、2021年度

内に刊行したい。若手研究者の経験が今後の改訂に

役に立つことが期待される。 
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H.知的財産権の出願・登録状況 

  （予定を含む） 
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